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北海道，奥尻島の花腐閃緑岩の監一A蜜年代
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1，　まえがき

　北海道渡島半島の西方約20kmの海域に位置する奥尻

島は，おもに新第三紀の火山岩・堆積岩によって覆われ

ているが，それらの基盤である花廟岩類も島の各地に断

片的に露出している（第1図）．これらの花嵐岩類は，角

閃石黒雲母花歯閃緑岩を主体とし，黒雲母花闘岩・は

んれい岩などをともなう（鈴木・，園木，19351SHIBATA

1961；佐藤・白幡，1965などによる）が，詳しいことは分

っていない．島津（1964）は奥尻島の花嵐岩類をその岩

相から一応阿武隈逆入帯に含めたが，阿武隈山地の新期

花闘岩とも若干異なる点があるとものべている。

　渡島半島の花南岩類（新第三紀貫入岩をのぞく）につ

いては，河野・植田（1966）により，1141）m・y．

の中粒黒雲母角閃石花陶閃緑岩）および1272）m．y．（今

金の中粒角閃石黒雲母花闘閃緑岩）という，黒雲母の

K－Ar年代が報告されており，年代的に北上山地の花闇

岩類（白亜紀前期）と同じである．

　最近，奥尻島西部地域に，花闘岩類によって熱変成作

用をこうむった流紋岩～安山岩類（溶結凝灰岩を主体と

する）が発見され，かつて（おそらく後期中生代のある

時期に）この地域で乾陸上の珪長質火山活動がおこなわ

れたことが明らかになった（秦・山田，19711山田・

秦，1976），

　以上のような地質状況から，奥尻島の花嵩岩類の年代

を求めることは非常に有意義であると考え，K－Ar年代

測定を実施したので，その結果を報告する．

　試料採取に御協力いただき，また奥尻島の地質に関す

る未公表資料を提供して下さった地質部秦光男技官，な

らびに年代測定実験に御援助をたまわった技術部内海茂

技官に心から御礼申し上げる．
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2。　測定試料の記載

奥尻島における花商岩類と中生代火山岩類の分布を第
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第1図　奥尻島の位置と，花嵐岩類（コおよび中生代

　火山岩類（2）の分布

　　　斜線部は第2図の範囲（秦・1976・図1を簡略化した）

1図に，また試料採取地点付近の概略の地質図を第2図

に示した．

　　　　　　つきだし試料を採取した穿出海岸付近の中生代火山岩類は，お

もに流紋岩質凝灰岩・凝灰質泥岩・凝灰質砂岩からな

り，このほか少量の流紋岩溶岩・火山角礫岩・泥岩をと

もなう．これらは秦（1976）により奥尻層とよばれてい

る。層理がよく発達しており，その構造は走向NE－SW

遷
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で，急傾斜あるいはほとんど直立している．熱変成作用

により黒雲母・白雲母・董青石などを晶出している．

花嵩閃緑岩と上記の火山岩類との接触面は，露出不良

のため確認できないが，両者の境界線が火山岩類の構造

を大きく切っていること，熱変成作用の程度が花歯閃緑

岩に近づくほど高いことからみて，貫入関係にあること

はまちがいない．そのほか，花闘閃緑岩からの1分枝と

考えられる黒雲母花嵩斑岩の岩脈が火山岩類を貫ぬいて

いるのがみられる．

　火山岩類の南側には，それらと断層関係で，中新世後

期の米岡層（秦，1976）の火山角礫岩が分布している．

　測定に供した花闘閃緑岩はモタテ沢河口より約100m
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第2図　穿出海岸付近の地質と試料採取地点

　　白色部は転石等より判断した中生代火山岩類分布地域
（秦・山田の未公表資料による）

北方の岩礁から採取した．中生代火山岩類との境界から

は約200m離れている．中粒・ほぼ塊状・灰色を呈し，

六角板状の黒雲母（長径2mm前後）および自形柱状の

角閃石（長さ5mm前後）をかなり多量に含む．色指数

は約17％である．また暗色包有物（最大長径約15cm，

平均長径3－5cm）に富み，これらの配列による弱い葉

理構造（N－S～N200E，70－90。W）を示す．本岩のモ

ード組成（薄片3枚の平均値）は，斜長石45・9％，石英

24．8％，カリ長石12、0％，黒雲母1L7％，角閃石5。5

％，その他（磁鉄鉱・燐灰石など）0。1％である．

　鏡下では，斜長石は半自形ないし自形短柱状でほぼア

ンデシンの組成をもつが，反覆累帯構造を示し，またか

なり絹雲母化作用をうけている．石英は他形粒状ないし

間隙充填状である．カリ長石は他形で他鉱物の間隙を埋

めており，部分的に微ペルト石構造を示すが，格子状構

造を示さず，また斜長石と接してもミルメカイトをつく

ることがない．黒雲母は比較的新鮮で，X＝淡黄色，Y

÷Z一濃褐色の多色性を示すが，一部緑泥石化してい

．る．角閃石はX二淡黄色，Y＝褐緑色，Z＝緑色の多色

性を示し，一部は緑泥石・エピドート・チタン石などに

変わっている．

3，測定方法

K－Ar年代の測定は花闘閃緑岩から分離した黒雲母に

ついて実施した．アルゴンの抽出・精製は石英一パイレ

ックスガラス製の高真空装置内で行い，黒雲母を1300℃

で20分間加熱・溶融し，チタンスポンジと酸化銅でガス

を精製した．アルゴン同位体比はReynolds型質量分析

計にて測定した．カリウムの定量は原子吸光分析法によ

った．年代計算に用いた定数は40Kλβ一4・962×10－10／

年，40K（λ，＋λノ。）＝0．581×10－10、／年，40K／K＝0．01167

atom％である（STEIGER　and　JAGER，1977）．これらの定数

によるK－Ar年代値は，これまで広く使用されてきた定

数による値と比べて，100m。y。前後の年代については

約2％大きくなる．したがって，本論文中に引用した

K－Ar年代は上記の定数によって計算しなおした値であ

る．

4．　測定結果およぴ考察

奥尻島の花闘閃緑岩のK－Ar年代は，第1表に示した

第1表　奥尻島の花嵩閃緑岩のK－Ar年代

試料番号 鉱　　物 馬・（％）1（1。矯錨g）1大慰IA「年代（町）

・＄27陪雲副餓α矧 20．5 28．0 Ig丘8±翫1
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　　　　　　　　　　北海道，

ように，95．8±3．1m．y．となり，白亜紀前・後期の境

界の年代に近い．この値は，対岸の渡島半島の花闇岩類

について求められたK－Ar年代よりは若干若く，むしろ

阿武隈山地の花嵐岩類のK－Ar年代90－110m．y。（河野

・植田，1965）に等しい．さらに，この花闘閃緑岩（年

代測定をおこなったものと同一試料）のSr同位体組成

から推定される87Sr／86Sr初生値は0．7053（柴田，未公表

資料）であり，これは阿武隈山地の花闘岩類について求

められた87Sr／86Sr初生値の範囲内にある（柴田・石原，

1977）．これらの結果から，奥尻島の花闇閃緑岩は島津

（1964）の阿武隈逆入帯に属するものと判断される．

　奥尻島と渡島半島との構造的関係，阿武隈遊入帯にお

ける珪長質火山活動（白亜紀前期またはそれ以前）の位

置づけなどの問題については，稿を改めて論じたい．

奥尻島の花嵩閃緑岩のK－Ar年代（柴田
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